
交通事故発生状況 (今和7年 7月 末)
― 宮 市 内 累 計 愛 知 内 累 計

発 生 数 増 減 数発 生 数 増 減 数 増 減 率
58 -18 -23.7%100.0%

-18.2% 428 22 5.4%27 -6

-36 -3.4% 16.487 289 1.8%1,034
-39 -4.301 14.052 422 3.106人 故 865

-0_3%6.039 -31 -0.5% 124,099 -398

2'―官市の人身交通事故の特徴 (今和7年7月 末)
類型別死傷者数年齢別死傷者数
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の交通事故に注意
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9月 ～!!月 は高齢歩行者の道路横断中の死亡事故が増加

このような事故が発生しています

「     」が「     」と衝突する事故が多
、」■9

なだい償
η・`
し体機能の低下により

視力や認知機能の低下によ
`

V
.`

横断できると思い道路を横断した結果              ′

斜め横断・車両の直前直後の横断禁

■L  歩行者の交通達反となる行為です! X交差点におヽ`て違略檬●●により‖

め

に■路を積晰すること0(できる
'0合
,

交通事故テータ 鐵

x{i*5+E,)*^ dJ^' ta tNlデータ●分析してヽ ま`す

―宮警察署
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安全確認が不足する


